
いきかたブルワリー代表
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９月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪！」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

直売所内にある醸造所 さまざまな形のものさしがあしらわれた
商品デザイン

この思いから、「生き方のものさしを、増や
す」といういきかたブルワリーの理念が生まれ
ました。

しかし、社会に対する問題意識を正面から訴
えるだけでは、多くの人は身構えてしまいがち
です。ビールは身近な存在であり、一見すると
社会課題とは結び付きにくいですが、エンター
テインメントとして楽しみながら、気付けば社
会について考えているというきっかけを生み出
せる存在になることを目指しています。

ビールを通して社会を身近に
例えば、こどもにとってビールは、大人にな

るまで経験できない未知の世界です。しかし、
親子で醸造所を訪れ、ラベル貼りをしたり麦芽
に触れたりするなかで、こどもが「自分も関わ
ることができる」と実感してくれている様子を
見ると、とても嬉しく感じます。また、ビール
が嫌いな人が「これなら飲める」と言ってくれ
たときも、新しい世界との出会いを提供できた
ことにやりがいを感じます。

一杯に込める願い
誰がどんな思いでつくったのかが分かるビー

ルが、この町の日常の中にある。それだけで、
社会が少し身近に感じられるといいなと思って
います。 自宅で家族と飲みながら会話が生まれ、
そのひとときが社会について考えるきっかけに
なることが私の願いです。地域の暮らしの中に
自然と溶け込んで、いきかたブルワリーの理念
も一緒に届けていきたいです。今後は、お客さ
んの声から生まれるビールをつくっていく予定
です。いきかたブルワリーは「みんなでつくる
ビール屋さん」でありたいと思っています。自
分の一言がビールになる。その小さな体験が、

「社会は自分たちの声で変えられる」と感じる
第一歩になればと思っています。

思いの原点
幼少期から、勉強や運動の得意不得意や社交

性などの限られたものさしで、人としての評価
まで決まってしまう風潮に疑問を抱き続けてい
ました。その違和感は大人になっても変わらず、
もっと多様な価値観が認められてほしい、そし
て誰もが声を上げることで、社会を変えていけ
るということを伝えたいと考えるようになりま
した。

国際ビアソムリエの認定証

昨年８月、四日市初のクラフトビール醸造所
「いきかたブルワリー」が生桑町にオープンしま
した。ブルワリーはビールの醸造所のことで、
代表の近藤さんは、ドイツの醸造学校が認定す
る「D

ド ゥ ー メ ン ズ

oemens B
ビ ア ソ ム リ エ

iersommelier」を取得した、
国際的なビアソムリエです。近藤さんがクラフ
トビールづくりにたどり着いた背景には、社会
を変えたいという強い思いがありました。

→
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人権のひろば
毎月

22日は「人権
を確かめ合う日」です

人権・同和教育シリーズ

皆さんは、四日市スポーツランドに行った
ことがありますか。四日市スポーツランドの
アスレチックコースにはもともと３体の恐竜
がいましたが、この夏に、新たに11体の恐
竜が加わり、訪れた人をお出迎えしていま
す。
今回私は、コース内に出現した恐竜たちに
会うためアスレチックに挑戦してきました。
さまざまな場所でお出迎えをしてくれる恐竜
たちの迫力に驚きながら、青空のもとでアス
レチックに挑むのはとても気持ちが良い体験
でした。さらに楽しめる施設となった四日市
スポーツランドを訪れてください。

そしてもう一つ、中央通りの回遊性向上を
目指し、自動運転バスの実証実験を行ってい
ることをご存じですか。今年度は、夏季に実
証実験を行い、木・金・土曜日は夜間も運行
し、走行の安全性を検証するなど、新たな取
り組みを行っています。実際に乗ってみると、
自動でカーブを曲がり、そしてスムーズに乗
降場へ停車する技術に驚きます。この実証実
験は10月４日まで行っていますので、ぜひ
体験してみてください。

問 男女共同参画課／男女共同参画センター
（ TEL  354-8331　 FAX  354-8339）

皆さんは、日常生活の中で「男性だから」
「女性だから」と考えることはありませんか。
このような性別に関する固定観念は、過去の
経験などから無意識につくられるもので誰も
が持っています。固定観念に基づく発言や態
度には偏見も含まれており、意図せず相手を
傷付けてしまうことがあります。そのため、
自分の偏見に気付くことが大切です。
また、社会のあり方や価値観が変化する中
で、これまで当然とされてきた考え方であっ
ても、そこに生きづらさを感じてきた人たち
の声に耳を傾けながら、自分自身の考え方を
問い直していくことも大切です。

ただ、誰かを傷付けかねない考え方や偏見
を自分が持っていることに、自分一人で気付
くことは容易ではありません。その気付きを
得るには、例えば誰かと話し合う中で、他者
との考え方の違いを知るといったきっかけが
必要です。
男女共同参画センター「はもりあ四日市」

では、そのような気付きを得るきっかけとし
て、毎年啓発イベントを実施しています。こ
の機会にイベントに参加して、
一緒に考えてみませんか。

「性別で決めつけていませんか」

 四日市スポーツランドでの体験 アスレチックコースに挑戦

イベント情報は
はもりあホームページへ

実証実験の詳細はこちら⇒

実証実験中の自動運転バス
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